
2023 年度運輸安全報告書 

有限会社永峰観光バス 

 

はじめに 

 当社は、過去の凄惨な事故を教訓に全てにおいて安全を最優先させるとともに安心・安

全を運ぶバス会社として地域に根差した信頼のおける会社を目指しています。 

 

有限会社 永峰観光バス 

代表取締役 永峰 義寛 

 

1.輸送の安全に関する基本的な方針 

 ・運行前確認を徹底し、些細な異常も見逃さず報告する 

 ・乗務員の健康管理の徹底。乗務前の飲酒を制限する 

 ・ゆとりある運転ができる環境作り 

 ・安全管理等の社内研修を充実させる 

 ・関係法令を遵守し安心安全な運行が一番のサービスである事を常に忘れない 

安全方針 

 ・私たちは、ルールに従い、安全運転を行います。 

 ・私たちは、全てにおいて安全を最優先します。 

 ・私たちは、安全の維持・向上に努めます。 

 ・私たちは、安全運転を通じ、最高のサービスを提供します。 

2.輸送の安全に関する目標及び目標の達成状況 

 安全目標 

安全確認を怠らず、ゆとりある運転を心掛け、事故 0（ゼロ）を目指す！！ 

  

 



達成状況並びに事故に関する統計 

項目 2022 年度 2023 年度 内容 

人身事故 0 0  

追突事故 0 0  

車内事故 0 0  

後退時事故 0 0  

右左折時接触事故 0 0  

 

3.輸送の安全のために講じた措置及び講じようとする措置 

 （1）運転者教育 

    運転者年間教育計画を作成し計画に沿って教育をするとともに関係法令の遵守、

輸送の安全確保に向けた意識の向上に努めます。 

 （2）交通安全運動等期間中は、事故防止運動を実施している。 

 （3）年に 1 回以上安全管理の取り組み状況の点検を実施し、PDCA サイクルの再構築

に努めます。 

4.輸送の安全に係る情報の伝達体制その他の組織体制 

 別紙 1 

5.輸送の安全に関する教育及び研修の実施状況 

 （1）運転者教育 

    別紙 2 の運転者年間教育計画に沿って行っている。 

 （2）役員または管理職 

    運行管理者講習・整備管理者講習・運輸安全マネジメントセミナーを適時受けて

いる。 

6.輸送の安全に係る内部監査の結果並びにそれに基づき講じた措置 

及び講じようとする措置 

 ・年度末に「安全管理の取組状況自己チェックリスト」を用いて代表取締役と役員とで 

内部監査を行い PDCA サイクルの再構築を図っている。 

7.安全統括管理者 

 ・代表取締役 永峰 義寛 

8.安全管理規程 

 ホームページに記載の通り 



別紙 1 

 



別紙２ 

 


